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地域とともに 

 あぶくま養護学校は、郡山市東部に位置する中田町にあり、平成６年に開校、創立１９年という、

まだ歴史の浅い学校です。中田町は、木々に囲まれた自然豊かな所です。地域の方々がいつも温かく

見守り、児童生徒に声をかけてくださいます。開校以来、地域の方々との交流活動は、地域文化祭へ

の児童生徒の作品展示、地元の敬老会とのグランドゴルフ、地元海老根和紙保存会の皆さんとの紙漉

体験、教師の地域家庭バレーボール大会への参加、地域の駅伝競争大会への参加など、地域の方々と

は、多岐にわたる交流活動をさせて頂いております。今回は、駅伝競争大会と紙漉体験の様子をお知

らせします。 

 毎年１１月２３日に行われる中田地区駅伝競走

大会は、今年で５８回目という歴史のある大会で、

本校は平成１２年より参加しています。初めのう

ちは、教員のみの参加でしたが、近年は、高等部

の生徒たちがチームを組んで参加できるようにな

り、今年は一般の部で念願の初優勝を果たすこと

ができました。日頃の部活動や体育の時間に鍛え

た体力と練習の成果を十分に発揮し、達成感を得

るとともにチームワークの大切さを学ぶことので

きる素晴らしい地域交流活動となっています。 

中田地区駅伝競走大会への参加 

 

海老根和紙の紙漉体験交流 

 

海老根の紙漉きは、明暦４年（１６５８年）

頃から始められたと伝えられています。 

本校の卒業証書は、高等部開設当初から地域

の「海老根和紙」を使用したものとなっており、

自分たちの手にする卒業証書への愛着を持つこ

とを期待して、高等部３年生は、紙漉きの体験

学習を行っています。近代的で便利なものに囲

まれている生徒たちにとっては、見たこともな

い昔からの道具を使った紙漉き作業の体験に強

い衝撃を受ける様子で、苦労して作り上げるだ

けに感激も大きいようです。 


